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会 議 録 

 

令和４年１１月２８日第１０回芽室町教育委員会会議を芽室町役場２第７会

議室で開催した。 

 

○開会時間   １６時１４分 

 

○閉会時間   １７時２０分 

 

○出席委員   教育長職務代理者          鳥 本 和 宏 

委員                福 井 栄 子 

   委員                松 久 大 樹 

委員                土 井 槙 悟 

 

○欠席委員   なし 

 

○出席職員   教育長               程 野   仁 

教育推進課長            有 澤 勝 昭 

生涯学習課長 日 下 勝 祐 

教育推進課課長補佐         清 末 有 二 

生涯学習課図書館長         藤 澤 英 樹 

生涯学習課社会教育係長       村 島 志津佳 

生涯学習課スポーツ振興係長     梅 森 祐 之 

教育推進課教育推進係長       橋 本   岳 
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日程第１ 会議録署名委員の指名 

日程第２ 前会議録の承認 

日程第３ 教育長の報告 

日程第４ 報告第１９号 芽室町奨学金貸付の件（非公開） 

日程第５ 議案第３０号 芽室町奨学金の償還免除決定の件（非公開） 

日程第６ 議案第３１号 令和３年度「教育に関する事務の管理及び執行の状況

についての点検及び評価の報告書」提出の件 

日程第７ 議案第３２号 財産取得（温水プール等備品購入（その１））の件（非公開） 

日程第８ 議案第３３号 財産取得（温水プール等備品購入（その２））の件（非公開） 

日程第９ 議案第３４号 令和４年度芽室町一般会計教育費補正予算の議案に対する

意見申し出の件（非公開） 

 

◎日程第 1「会議録署名委員の指名」 

○程野教育長 本日の委員会の出席は 5 名であり、教育長及び在任委員の過

半数が出席していますので、本日の委員会は有効に成立いたしました。 

   これより、第 10 回教育委員会会議を開会いたします。 

   日程第 1「会議録署名委員の指名について」、本会議の会議録署名委員

は松久大樹委員とします。 

 

◎日程第 2「前会議録の承認」 

 ○程野教育長 日程第 2「前会議録の承認」についてでありますが、質疑ござ

いますか。 

（「ありません」と発する声あり） 

 ○程野教育長 それでは、前回会議録のとおり承認いたします。 

 

◎日程第 3「教育長の報告」 

○程野教育長 日程第 3「教育長の報告」についてでありますが、私からは

学校のコロナ関係で、現在、芽室小の一クラスが学級閉鎖しており、11

月 30 日までということで行っております。なかなか収まらないという

ことでありますので注視をすべきでありますが、何とかあと冬休みまで

一月ですので、感染が広がらないようにしていきたいなと思っておりま

す。 

各課からお願いします。 

教育推進課長。 

 ○有澤教育推進課長 教育推進課所管事業の主な内容について御説明、報告

させていただきます。 

    11 月 17 日、教育支援委員会におきまして、令和 5 年度の特別支援学級
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等への在籍について協議をいただいております。本件につきましては、12

月開催の教育委員会議の中で具申させていただきます。 

    続きまして、11 月 18 日、年 9 回実施しております、まるごと給食の第

6 回目でありました。今回は食農教育で収穫した芋掘り、子供たちが考案

したレシピで提供しております。 

    続いて 11 月 20 日、日曜日ですが、令和 5 年度の新入学児童就学児健

診を実施しております。来年度の新入学対象児童数が 151 名、うち 129 人

の方が今回受診しておりまして、当日受診できなかった方は、別途受診の

機会を設ける考えであります。 

    以上です。 

 ○程野教育長 生涯学習課長。 

 ○日下生涯学習課長 2 ページ、生涯学習課の所管事業です。 

    11 月 3 日から 5 日にかけて中央公民館で、町民文化展を開催しており

ます。また、11 月 15 日、本町において十勝管内の社会教育委員長と研修

会が開催されております。 

    3 ページのほうに、地域学校協働活動関係について記載しておりますの

で、御覧いただきたいと思います。 

    以上です。 

 ○程野教育長 本日の会議は 5 件の非公開の日程がありますので、議事進行

において、提案説明前に非公開の決定をお願いします。 

    日程第 4「報告第 19 号芽室町奨学金貸付の件（非公開）」、日程第 5

「議案第 30 号芽室町奨学金の償還免除決定の件（非公開）」については、

芽室町教育委員会会議規則第 12 条第 1 号に規定する、公開することによ

り個人の権利を侵害するおそれのある事項に当たりますので、非公開と

したいと思いますが、よろしいですか。 

（「はい」と発する声あり） 

 ○程野教育長 日程第 7「議案第 32 号財産取得（温水プール等備品購入（そ

の 1））の件（非公開）」、日程第 8「議案第 33 号（財産取得温水プール

等備品購入（その 2））の件（非公開）」、日程第 9「議案第 34 号令和 4

年度芽室町一般会計教育費補正予算の議案に対する意見申出の件（非公

開）」については、芽室町教育委員会会議規則第 12 条第 4 号に規定する

教育事務に関する議会の議案について、町長への意見の申出に関する事

項に当たりますので非公開としたいと思いますが、よろしいですか。  

（「はい」と発する声あり） 

○程野教育長 それでは、以上 5 件について非公開といたします。 

 

◎日程第 4「報告第 19 号芽室町奨学金貸付の件（非公開）」 
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 ○程野教育長 日程第 4「報告第 19 号芽室町奨学金貸付の件（非公開）」、

説明願います。 

以下、非公開 

 

◎日程第 5「議案第 30 号芽室町奨学金の償還免除決定の件（非公開）」 

 ○程野教育長 日程第 5「議案第 30 号芽室町奨学金の償還免除決定の件（非

公開）」について、説明願います。 

以下、非公開 

 

◎日程第 6「議案第 31 号令和 3 年度「教育に関する事務の管理及び執行の状況

についての点検及び評価の報告書」提出の件 

 ○程野教育長 日程第 6「議案第 31 号令和 3 年度「教育に関する事務の管理

及び執行の状況についての点検及び評価の報告書」提出の件になります。 

    教育推進課長。 

 ○有澤教育推進課長 11 ページ、日程第 6 議案第 31 号令和 3 年度「教育に

関する事務の管理及び執行の状況についての点検及び評価の報告書」提

出の件についてであります。 

    地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の規定に基づき、令

和 3 年度の教育委員会の活動状況や事務事業の点検・評価の報告書を芽

室町議会に提出しようとするものでございます。 

    それでは報告書の内容を御説明いたしますので、14 ページを御覧願い

ます。 

    14 ページの初めに記載のとおり、平成 19 年 6 月に地方教育行政の組織

及び運営に関する法律の一部が改正され、教育委員会では毎年その権限

に属する事務の管理及び執行状況について点検及び評価を行い、その結

果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに公表することが規

定されております。 

    報告書構成は、次のページの 15 ページの目次にありますとおり、第 1

章で教育委員会の活動状況、第 2 章で施策マネジメントシートによる評

価、第 3 章で芽室町教育振興基本方針計画における位置づけ及び達成目

標の三つから構成されております。 

       本日は、第 1 章の活動状況の説明は省略させていただきますが、第 2 章

の施策マネジメントシートの評価から説明をさせていただきます。 

    37 ページを御覧願います。37 ページは、第 5 期の芽室町総合計画の基

本目標 2、心豊かで輝く人と文化を育むまちづくりにおきましては、教育

委員会が所管する 1 の学校教育の充実から、4 のスポーツしやすい環境づ

くりの４つの施策を掲げており、それぞれ評価シートを作成し、芽室町総
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合計画審議会の委員の方に評価をいただいております。 

それでは、各シートについて御説明をさせていただきます。 

39 ページになります。施策名は、学校教育の充実になります。一つ目

の施策の方針、こちらのほうには地域社会と連携しながら、信頼される学

校づくりを推進し、新しい時代を自ら切り開くことができる心身豊かな

人づくりを目指すとしております。その成果指標は、下にその成果指標欄

にあります①から③を掲げております。 

それぞれの目標年度、これは一番右側になりますが、第 5 期総合計画の

前期計画期間の最終年度、これは 2022 年、今年度になります。2022 年度

といたしまして、21 年度、令和 3 年度の実績は上から申し上げますと、

①が 72.9％、②が 79.5％、③が 87.7％という結果でございました。 

次に、3 の中段辺りになります。三つ目の施策の達成状況、3 の施策の

達成状況、2021 年度の成果表としましては、右側に記載のとおり成果指

標の②と③は上昇しておりましたが、①の事業の内容が分かると回答し

た児童・生徒の割合、これは低下しております。その経過につきましては、

コロナ禍における学級閉鎖により、幾度となく学習スケジュールの変更

を余儀なくされたことも要因と思われ、実際の学力調査の点数では成果

は、成果は現れなかったことから、成果は変わらなかったと評価をしてお

ります。 

次のページに進んでいただきまして、次のページの 40 ページです。上

段の(3)番です。上段の（3）、施策の方針実現に対する進捗結果でありま

すが、担当課の評価としては記載のとおりとし、前期実施計画策定と比較

して、前進したＣとして評価しております。 

この担当課の評価に対して、ページ中段の 6 の経営戦略会議庁内評価

及びその下の 7 番総合計画審議会、総合計画審議会これ外部評価ですが、

それぞれともにＣということで前期計画策定と比較して、前進したと評

価をいただいております。評価の内容、今後の取組に対する意見について

は、記載のとおりでありまして、あと、今後の取組に対する意見に対して、

41 ページになりますが、それぞれ対応を検討するというようなお答えを

しております。ここまでは教育推進課になります。 

41 ページから 51 ページにつきましては、生涯学習課長より御説明をい

たします。 

 ○日下生涯学習課長 それでは 42 ページ、施策名が、社会教育の推進であり

ます。 

    施策の方針は学習機会や提供など、学習環境の充実を図るとともに、自

発的な取組の支援を図りますとしております。成果指標については①、②

の 2 点を掲げておりまして、3 番の施策の達成状況ですけれども、これに
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ついては成果は低下した。ここの欄は、前年度との比較ということであり

ますので、上段の成果指標の 2020 年度の実績と 2021 年度の実績を比較

し、成果は出ましたというふうにしておるところであります。昨年につい

ては、社会教育事業多くが中止・延期・縮小など、どうしても制限がある

中での対応ということが求められまして、なかなか事業を予定どおり展

開していくということには、つながらなかったという評価をしたところ

であります。 

43 ページの上段、施策の担当課の評価、ここは計画策定時との比較で

評価をすることになっておりますが、この評価としては変わらない、また

は維持したという評価としておりまして、庁舎内経営戦略会議 6 番で示

しているところでも、Ｄの同じ評価、また総合計画審議会においては、コ

ロナということはあるけれども、事業推進についてはコミュニティ・スク

ールやジモト大学という取組について評価をいただいて、ここの部分に

ついては前進したという評価でいいのではないかというお話をいただい

たところであります。 

続きまして 44 ページ、施策の地域文化の振興です。 

施策の方針については、地域における文化活動の参加を促進するとと

もに、文化財などの収集活動を進めます。そして成果指標は、①、②の 2

点を上げております。3 番の施策の達成状況ですけれども、前年度との比

較においては成果は低下したと、この文化についても先ほどの社会教育

事業の推進と同様の評価を担当課としてはしたところであります。 

45 ページの上段、ここの担当課の評価については、計画時との評価に

なりますので、ここは変わらない、または維持したという評価をしたとこ

ろであり、経営戦略会議及び総合計画審議会においても、同様の評価をい

ただいたというものであります。 

続きまして 46 ページ、施策名がスポーツしやすい環境づくりで、施策

の方針は、町民がいつでも気軽に自由にスポーツできる環境づくりを進

めますとしておりまして、成果指標については、①から③の３つを掲げて

ございます。3 の施策の達成状況、前年度の比較においては、成果は変わ

らなかったという評価をしたところであります。このスポーツ振興にお

いても、生涯学習課の所管する事業全て共通しておりますけれども、やは

りソフト事業とかそういったものを多く抱えている仕事の中で、コロナ

の感染症の影響は非常に大きかったということで、数字が伸びなかった

要因として一つあるという認識でございます。 

47 ページ、上段、ここの評価は計画策定時と比べたものであります。

Ｄの変わらない、または維持したという評価をしたところであり、経営戦

略会議・総合計画審議会ともに、同様の評価となったものであります。 
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また、様々いただいた意見の対応については、48 ページから 50 ページ

まで、その項目と対応の内容について記載をしてございますので、御覧い

ただきたいと思います。 

以上で説明を終わります。 

 ○有澤教育推進課長 続きまして、51 ページになります。51 ページが第 3 章

になります。 

教育振興基本計画のこちらの計画は、令和元年度から令和 4 年度を計

画期間としまして、53 ページから 55 ページに記載された八つの施策項

目、こちらで構成するものであります。各施策項目では、全国学力・学習

状況調査などの結果数値を用いて、それぞれ成果指標を設定しておりま

す。これを教育振興基本計画の成果資料として提出しているものであり

ますので、令和 2 年度は全国学力・学習状況調査が実施中止というふうに

なっておりますが、令和 3 年度で実施した数字をそのまま記載し、提示し

ているものであります。 

以上、これらの内容をもって、いろいろと議会への報告書を提出しよう

とするものであります。 

以上で説明を終わります。 

 ○程野教育長 13 ページからの教育委員会の活動状況については、よろしい

かと思うのですが、学校教育の全体について質疑等ございますか。 

    福井委員。 

 ○福井委員 41 ページの上段、外部の意見として、行政側からの学校教育に

関する発信が少しかたく、積極的な発信方法を考えてほしいとありまし

て、先日、広報のすまいるの 11 月号のホットボイスの中に芽室の教育支

援についてとても手厚くて、ほかの町からでしょうか、恐らく移っていら

したのかなという内容のことを書いてありました。手厚いということで、

そういったことに関してもっと外に発信をしたらいいのではないか、魅

力を発信することでほかの市町村に住まいを構えている方も、住まいを

考えるときに芽室という選択肢が、選んでもらえるきっかけになるので

はないかというような内容のことが、書いてあったかと思うのですけれ

ども、そういったことをどんどん発信していって、私自身がほかの町村の

ことをよく分かっていないので、ほかの町村にはそういったオリジナル

の魅力があるのかもしれないのですけれども、そういったものを私自身

もキャッチすることができないので、芽室町のこういう手厚いというの

でしょうか、いろいろ考えた教育に関して発信する機会があると、芽室町

内だけではなくて、外にもあるといいなと思って読んだところなのです

が、そういう魅力の発信方法というものは何か外へ発信する、町内ではな

くて芽室町外に発信するというような方法というのはどうなのでしょう
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か。 

 ○有澤教育推進課長 その点、御指摘のとおり芽室は結構しっかりやってい

るよね、それをもうちょっと町外に、あるいは町、町内の中にも学校教

育現場の取組をもうちょっと、日常レベルでお伝えしてほしいというの

が今回の趣旨だったのですね。確かに我々、教育現場の情報というの

が、基本的には学校に行っている御家庭のお子様は、学校だより等で御

覧になるのですけれども、卒業してしまった方たちはなかなか目に触れ

る場がないと。ではどんなような発信の仕方があるのだということ、も

うちょっと考えないとだめだなとは思っているのですけれども、いずれ

にしても今、我々が取り組んでいる不登校支援、あるいは発達支援シス

テム、ギガスクールですね、こういった取組を広報紙とフェイスブック

でお伝えするのと、ホームページ作りへ発信すれば、広く町外の方にも

見ていただけるのかなということで、本当に今やっているソフト的な取

組を少しフェイスブックに載っけていこうかなというふうに考えていま

す。 

 ○福井委員 私もフェイスブック、ちょっと開いたりしているのですけれど

も、なかなかほかの地域の情報というのは私自身つながっていないので、

目にすることないのですけれども、そういう形でどんどん発信をして広

がっていけばいいな。また、こういったすまいる広報に出ていたような形

で、人づてに芽室はこうだよということが伝わる、フェイスブックにして

もＳＮＳにしてもどんどん体験して、感じている人からまた伝わってい

くということもあるのかなと思って期待しているのですが、どうでしょ

う。いろいろな方に知っていただけたらいいなと思っています。 

 ○程野教育長 せっかく工夫した手厚い支援をより発信の仕方を工夫しなが

ら町内に伝わるようにしていくということであります。 

    そのほか、学校教育について、いかがでしょうか。 

   鳥本教育長職務代理者。 

 ○鳥本教育長職務代理者 福井委員の関連みたいな感じになるかもしれない

のですけれども、不登校システムは 4 月から行われていて、評価は非常

に理解して、通われている方は高評価をしているというのは、いろいろ

なところで見るのですけれども、もっと同じように発信する方法がない

のかなと思うので、これからやはり不登校のところは減るという方向よ

りも、増える方向のほうが強いと思うので、行政側の発信をもっと増や

してほしいなと。なかなか、ゆうゆうの利用、相談というのが、まだな

かなか家庭内で止まっている部分があると思うので、何かのきっかけで

もいろいろなところで町内・町外でもいいですし、今はこういうことを

やっているよという発信をもっともっとしてほしいなと。 
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 ○有澤教育推進課長 いままでというのでしょうか、不登校というキーワー

ドというのは、どちらかというとオブラートに包んで、表にしない風潮が

あったと思います。ただ、近年やっぱりその数が増えてきたというところ

は、多様な学びの選択肢というところ、ニーズが出てきたと捉えたときに、

それをオブラートに包むのかな、おく必要もないなと。 

    そういったときに取組の一つとして、今まで、ゆうゆうというのは特に

困難を抱える子供たちの場所と定義していましたが、今年の夏休みから

公民館のゆうゆうのほうで、学びにちょっと不安を抱える子供たち、誰で

も来ていいよというふうに開放したのですよね。何というのでしょうか

ね、あの場が多様な学びの場であるというのを少し広めて、冬休みまたや

ろうと思うのです。そこで教育支援センターというものに、ちょっとイメ

ージを変えていこうかなというのを一つ考えております。 

あと、この発信に関しては民生委員の方からも、もっと不登校に関して

発信したらどうだという話もあるのですけれども、なかなか発信の方法

を正直悩んでおります。多様な学びというものが、今はあるのだよという

ことをまず子供たち、あるいはその地域の方に知っていただいて、不登校

というものが特別ではないということを、ゆうゆうを通じて少しずつ和

らげていければなと考えています。 

 ○程野教育長 その他いかがでしょうか。 

   松久委員。 

 ○松久委員 先ほど情報発信を行政なり学校なり、もっとやっていったほう

がいいという御意見があったので、それはもちろんそのとおりなのです

けれども、なかなかそれも難しいというお話も、課長からあったと思うの

ですよね。 

    前に、私が小学校に子供通わせて、校長先生とお話する機会があった

ときに、学校から情報というのは、もちろん通常はあるのですけれど

も、保護者のほうから学校に対して何か伝えるという時は、どちらかと

いうとネガティブなことが多いという空気というか、そういうのがある

のだけれども、でも実はみんな先生に感謝を伝えたいとか、子供方が楽

しく学校へ行っているというようなことを思っているのだけれども、わ

ざわざそれを口に出して伝えるという機会がないというか、何かそうい

うものでもないと思っているというか、という中で、できればどんどん

先生にそういう言葉を伝えてくれると、先生方もうれしいのですよねと

いうことのお話が、そうだよなと、すごく思ったのですね。 

    今の芽室町の制度であるとか、不登校支援のシステムとかというのを、

一生懸命の行政なり学校が、発信しなければ発信しなければという部分

は分かるのですよ。私も商売して、うちの店の物を一生懸命売り込もうと
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思うのですけれども、余りそこ頑張っても耳に入らないというか、届かな

いというか、役場が頑張って伝えても学校側が伝えても、それは必要があ

る人が情報を取りに行くのです。それ以外の人の目にはなかなか触れな

いというか、耳に入っていかないところだと思うのですよね。 

だからできれば、今、実際に利用されている方であるとか、学校であれ

ば生徒全員ですけれども、保護者の方とかが発信したくなるような、もっ

と難しい話ですけれども、より難しい話なのですけれども、そういう人た

ちがより意見を述べて、それが共有されていくようなそういう仕組みと

いうか、空気というか、流れみたいのができたらなおのこと、届けやすく

なるのだろうなというふうに思うのですね。 

私みたいな商売の現場でも、やっぱりお客さん同士の口コミであると

かというほうが、圧倒的に力強いものがあるわけで、恐らくそこは同じよ

うな部分があるのかなと思っているので、もし行政のほうから何かがで

きると、何も今は具体的には思いつかないですけれども、施策をこういう

と考えるときに、ちょっと頭の片隅に入れておいていただければと思う

のです。 

 ○程野教育長 社会教育の推進のところはいかがでしょうか。 

    特にジモト大学だとか、フリースクールの部分にとっては、担当課とし

てはＤ評価でしたが、あれから前進したということで、外部のこの趣旨だ

とか事業の内容、伝わってきているのかなというところが、非常にうれし

いところであるいうふうに考えております。 

    また、後ほど戻りますので､全体通してですが、聞きたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

 ○程野教育長 地域文化の振興について。 

   松久委員。 

 ○松久委員 1 の施策の方針と成果指標の②の文化活動への参加者数、参加者

数というのは何をカウントしているのかというのが分からないで聞くの

もあれなのですけれども、目標が低く設定されているその理由というの

がありましたら、2022 年度目標が見た感じちょっと違和感があるし、低

い目標設定になっているのは、それはどういう背景があったのか、あれば

教えていただきたい。 

 ○程野教育長 生涯学習課長。 

 ○日下生涯学習課長 この 22 年度の目標を立てたときに、計画策定時の 1,196

をそのとき認識していたかどうか、今、即答できないのですけれども、毎

年の実績を重ねていく中で、文化活動の参加者数というのは、文化協会に

属する方々であったりとか、社会教育で企画している事業への参加者数、

また、子供の出生者数だとかそういったのを勘案して、かなり低いライン
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を見込んで、それを維持していこうという考え方があります。 

    基本的な考え方はそうなのですけれども、この 1,196 は当時、認識して

いたかどうかというのは分からない。かなり低い数字が推移していて、そ

の数字を落とさないために設定していたラインだと思うのですけれども、

ごめんなさい。申し訳ないですけれども、1,196 を認識していなくて設定

したと思うのですが、ちょっと明確に今答えられないです。 

 ○程野教育長 よろしいですか。 

 ○松久委員 今のおっしゃった 2017 年の 1,196 を認識していたかどうかは定

かでないというのは、皆がその当時ここにいらっしゃらなかったという

話ではないのですけれども、ただ、それではまずくないですかと、そうい

う目標立てるために、スタートラインが分かっていないけれどもという、

とは思うのですけれども。 

 ○日下生涯学習課長 そのとおりですね。下げ止まり傾向を、要するにこれ以

上下げないという考え方で進めているのですけれども、そのときに 960 を

目標にしたこの数値ぐらいが推移していて、これ以上下げないというふ

うに設定したと思われるのですけれども、思われるではいけませんので、

ちょっと確認をして、後ほどお答えをさせていただくというふうにした

いと思います。 

 ○程野教育長 質疑はございませんか。 

   鳥本教育長職務代理者。 

 ○鳥本教育長職務代理者 新しいプールができるということで、7 月より動く

と思うのですけれども、生涯学習課と学校での予約とか、ちゃんと連携し

てまず進めてもらいたいなと。いろいろな方が町内、町民ごちゃごちゃに

なると思うので、学校と施設との連携はしっかりやってもらって、学校

側・児童側・生徒側が迷わないようにしてもらいたいというところが、

ちょっと違うのですけれども、お願いしたいなというところです。 

 ○程野教育長 生涯学習課長。 

 ○日下生涯学習課長 これは新しいプールでも継続してそうですし、現在も

そうなのですけれども、学校教育の学校の授業が最優先です。それぞれ学

校のスケジュールも確認させていただきながら、調整会議というのを

持って、それぞれの学校のスケジュールを調整した上で、指定管理者がそ

れを理解してくれていますので、その部分についてはきちっと連携が図

られていますし、今後もそれを継続していこうというふうに考えていま

す。 

 ○程野教育長 そのほかございますか。 

（「なし」と発する声あり） 

 ○程野教育長 2 章、全体通してありますか。 



13 

 

（「なし」と発する声あり） 

 ○程野教育長 それでは 3 章、51 ページからの 53 ページ、54 ページ。 

3 章、全体を通して質疑はございますか。 

よろしいですか。 

（「なし」と発する声あり） 

 ○程野教育長 それでは、議案第 31 号については、原案どおり可決いたしま

す。 

 

◎日程第 7「議案第 32 号財産取得（温水プール等備品購入（その 1））の件（非

公開）」 

○程野教育長 日程第 7「議案第 32 号財産取得（温水プール等備品購入（そ

の 1））の件（非公開）」について、説明願います。 

以下、非公開 

 

◎日程第 8「議案第 33 号財産取得（温水プール等備品購入（その 2））の件（非

公開）」 

○程野教育長 日程第 8「議案第 33 号財産取得（温水プール等備品購入（そ

の 2））の件（非公開）」について、説明願います。 

以下、非公開 

 

◎日程第 9「議案第 34 号令和 4 年度芽室町一般会計教育費補正予算の議案に対

する意見申し出の件（非公開）」 

○程野教育長 日程第 9「議案第 34 号令和 4 年芽室町一般会計教育費補正予

算の議案に対する意見申し出の件（非公開）」、説明願います。 

以下、非公開 

 

 ○程野教育長 それでは、これからの日程についてお願いします。 

 ○事務局 今後の日程ですが、今日お配りした資料、パターン 1 とパターン 2

となっているのですが、共通する事項として、その他の令和 4 年 11 月

30 日、西部十勝教育委員会連絡協議会の研修があります。集合時間は 12

時 30 分とし芽室町役場から鹿追町に向かいます。研修会が 15 時からに

なっておりまして、大体 17 時ぐらいに終了するかなと思います。懇親会

のほう当初ありましたが、コロナの感染状況により中止ということで事

務局のほうから連絡ありましたので懇親会はございません。 

    もし一般質問があった場合がパターン 1、その場合は教育委員会議の

定例会は 12 月 26 日とし、一般質問を皆さんにかける日を 12 月 12 日

で 16 時からに設定したいと思います。 
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     次のページ、パターン 2 の場合です。パターン 2 の場合は、一般質

問がなかったと想定したとき、12 月 21 日の議会最終日に全庁的に会

計年度任用職員の勤務体系の見直しということで、補正案件がありま

す。その補正案件も含めて、定例会議を少し前倒して、12 月 16 日に

開催したいなというふうに考えています。  

     一応この 2 パターンで、予定のほうは確保いただければと思います。 

 ○程野教育長 それでは、以上で第 10 回教育委員会会議を終了いたします。 

お疲れさまでした。 
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